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（2015年）
1　はじめに
いつの間にか、満 91歳を迎える年齢となり、身体の全般的老化は否応なし
に進行中だが、それでも自分では ｢本を読むこと｣ だけは、まだ何とかでき
ると思っているので、せめて今のうちにこれまで辿ってきた道筋を再確認し、
その足跡にまつわる図書資料の類を整理し、記録しておこうと取りかかって
いるところである。中でも最も厄介で始末に困るのは、長い年月の間に自宅
の書庫に蓄積した図書資料の類を、どう区分し処置するかという問題である。
最も古い時期にさかのぼると、まず学生時代の 1944年秋の 3か月の間大
学から派遣されて、当時の満洲国北西部興安嶺山地の西麓に位置する「三河
地方」の白系露人村落で行った現地調査資料だが、同年末に新京郵便局から
東京の大学宛発送した小包が、残念ながら終戦の混乱で行方不明となり、日
記等による調査記録しか残せなかった（拙稿：三河紀行素描―戦時下の旧北
満辺境調査旅行日誌、「空間・社会・地理思想」第 5号、大阪市立大学発行、
2000年、pp.62-75参照）。
終戦直前の陸軍参謀本部での研究動員学徒時代の記録資料は、幸いこの時
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期に陸軍が作成していた「外邦図」研究に当っている大阪大学（小林茂教授
主任）の研究グループに連絡し、寄贈することができた。（これについては、
拙稿：戦時下「皇軍」の「兵要地誌」と地理学者の関与をめぐって、「外邦
図研究ニューズレター」No.7、2010年、pp.29-32、および：戦時下におけ
る地理学の軍部との協力について―終戦前後の参謀本部「研究動員学徒」時
代の回想から―、「空間・社会・地理思想」第 13号、2010年、pp.39-50を
参照されたい。）
終戦後の 1948-1956年の 8年間在勤した経済安定本部資源調査会事務局
勤務の時代には、全国各地の農村調査や水害調査に従事したので、膨大な資
料が残っていたのだが、何度かの住居移転等でかなり散逸した。ただ、当時
参加していた「資源論研究会」関係等一部の資料は、この時代の史料を蒐集
している東大新領域創成科学研究科の研究グループ（佐藤仁准教授と院生た
ちの「人々の資源論」研究グループ）に提供した。しかし、当時の各地農村
の水利 ･水害誌に関する調査資料はまだ整理不充分のまま自宅に残されてい
る。（この時代のことは、拙稿：第二次大戦後の日本政府部内における「資源」
政策研究の軌跡、雑誌「駿台史学」138号、2010年、pp.1-25参照）
その後の明治大学在職（1956-1994）の 38年間は、様々なテーマの研究
を手がけることになったが、それらの焦点は、常に内外各地における国土の
利用保全（特に都市 ･農村の近代化のあり方とその国際的比較研究）の問
題に向けられてきた。特に 1969-70，76，86の各年には、フンボルト財団、
明治大学在外研究制度等の助成を得て、ドイツ農村での現地実態調査に従事
し、膨大な調査資料を持ち帰ることができた。その間に蓄積された図書 ･資
料の整理は今後の課題に属するが、一部、「ドイツ国土整備地域開発アカデ
ミー」とボンの「農業政策 ･農村社会学研究協会」の二つの調査機関発行
の研究叢書（各数十冊）の両シリーズは、それぞれ解題を付して明大図書館
に寄贈した（明大図書館紀要「図書の譜」10号（2006）及び 14号（2010）
の拙稿参照）。
次に、自宅所在の洋書単行本のうち、主として西欧（一部含米国）諸国の
農村社会史関係の文献は、在職中の研究費で購入したもので、この際まとめ
て明大図書館に納入することとし、英語・ドイツ語図書に区分の上、以下に
みられるような文献解題付きリストの一覧表を作成した。
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2　明治大学在職時代に購入した参考文献洋書の一部解題 
リスト
Ａ．英語図書の部：　11冊　（順序不同）
（1） S.H. Franklin: The European Peasantry. The Final Phase, Methuen & 
Co., London 1969, 256 p.
【S.H.フランクリン著：『ヨーロッパの小農民―その最終段階』　ニュージー
ランド・ウェリントンのヴィクトリア大学で地理学を担当する教授（出版
当時）だった著者の、欧州各地での精細な現地調査に基づく戦後農村の実
態報告である。序論で、この「小農民（ペザントリー）」なる存在が、経済
面から見た単なる「小規模農業者」でなく、歴史的に形成された、ある種
の社会学的含意を持った独特な存在であることを鋭く指摘し、西独の労働
者家族農民、フランスの土地持ち家族農民、南部イタリアの小農民と資本
家農業の実情を描いた上で、EEC（当時）の共通農政を論じ、社会主義体
制下の東欧での小農民の存在の提起する問題を取り上げ、最後に小農民の
将来について専業農民の存立条件、農地制度改革と農村基盤投資の重要性
に言及している。】
（2） Ann R. Markusen: Regions – The Economics and Politics of Territory 
Rowman & Littlefield Publ., New Jersey 1987, 304 p.
【アン ･R.マークセン著：『地域（と地域主義）―領域の経済学と政治学』
この著者は米国を代表する経済地理学 ･地域開発政策分野の理論家で、本
書出版時の 1987年にはノースウェスタン大学教授だったが、2003年 5月
開催の日本の経済地理学会第 50回記念大会に出席した際には、ミネソタ大
学教授として「地域経済変化への主体中心の（Actor-Centered）アプローチ」
と題する特異な記念講演を行った。本書では、アメリカ建国以降の政治経
済史における地域性や地域主義運動のルーツを追究し、地域住民の政治的
要求や政治文化に注目して地域主義の評価方法を検討している。また建国
以来の開拓の歴史、ニューディール期の地域主義、大戦後の地域格差形成
の経済学、さらに近年の地域間連合と分裂の動向にも言及し、これに対応
する地域政策の展望を論じ、巻末には研究を深めるための方法と文献を提
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示している。】
（3） Alan R. H. Baker and Derek Gregory (Eds.): Explorations in Historical 
Geography – Interpretative essays  Cambridge Studies in Historical 
Geography 5, Cambridge University Press, Cambridge 1984, 252 p.
【アラン ･ベイカー /デレク ･グレゴリー（編）：『歴史地理学の探検―解説
的エッセイ集』　本書はケンブリッジ大学の歴史地理学研究シリーズの一冊
で、20世紀の 20-30年代に続出したフランスの ｢アナール派｣ 歴史学のリュ
シアン ･フェーヴルやマルク・ブロック等の研究成果に見られる方法・視
角をめぐって、戦後 1960-70年代に英国の歴史地理学界で行われた論争を
取り上げたアラン ･ R. H.ベイカーの巻頭論文をはじめ、近世 ･近代イング
ランドの社会史 ･農村史を論じた 5論文を収録し、最後に斯学の方法的未
開分野をめぐるベイカーとグレゴリー両氏の対談を掲載する。】
（4） Peter Clark (Ed.): Country towns in pre-industrial England  [Themes in 
Urban History] Leicester University Press 1981, 258 p.
【ピーター ･クラーク（編）:『産業革命以前のイングランドにおける地方都市』
14-16世紀イングランドの ｢地方都市｣（カントリー・タウン）を概観する
編者序論に続き、エリザベス朝の典型的地方都市Warwick市（1580-90）、
17世紀の Ipswich市、1580-1640年のWinchester市 , リゾート都市として
1660 -1800年に勃興した Bath市、を取り上げた 4本のモノグラフを収録。】
（5） Robert G. Moeller (Ed.): Peasants and Lords in Modern Germany 
Recent Studies in Agricultural History, Allen & Unwin, Boston 1986, 267 p.
【ロバート ･G.モェラー（編）：『近代ドイツにおける小農と支配者層―農業
史分野における最近の諸研究から』　編者のコロンビア大学モェラー助教授
（出版当時）は元来英国の歴史家だが、ドイツ近代（19・20世紀）農業史
を研究する英 ･米 ･ 独 3国の 7人の研究者仲間と共に本書をまとめた。最
初の編者序論はドイツ農村史記述における小農民と大地主の歴史的位置づ
けを概説し、続いて編者を含む8人による個別の研究論文が収録されている。
そのテーマには、プロシャ農村のエリートであった「ユンカー」層の歴史
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的重要性、19世紀前半のウェストファリアにおける抵抗農民の森林盗伐問
題、近代化過程での旧領主層と反抗する小農層との紛争、両大戦の戦間期
における農民層の流動化、そしてナチス体制下の農業政策の動向、等が取
り上げられている。】
（6） W. R. D. Sewell & J. T. Coppock (Eds.): Public Participation in Planning 
John Wiley & Sons, London 1977, 217 p.
【W. R. D.セウェル /J. T.コポック（編）：『計画立案に際しての住民参加』
英 ･米 ･ 加 ･ 仏 4か国の大学 ･行政機関等の地理 ･社会 ･ 法制 ･ 環境保護
等の専門家 14人の共著である。第二次大戦後、環境管理や公共の交通 ･都
市施設等の計画立案に際して紛争を避けるために、計画への住民参加が問
題となるケースが増えてきたので、この問題への有効な対策立案に資する
ため、各国の専門家の参加を得て 1973年 5月、エディンバラ大学で専門の
枠を超えた共同セミナーが開催された。本書はその成果の一部をなすもの
で、各国の様々な事例研究を含む成果が収録されている。】
（7） Lord Ernle English Farming - Past and Present  New (Sixth) Edition, 
with Introductions by G. E. Fussel and O. R. McGregor, Heinemann and Frank 
Cass, London 1961, cxlv, and 559 p. 
【『ロード・アーンル卿のイングランド農業―過去と現在』　1912年に出版
された旧版『アーンル卿のイングランド農業―過去と現在』は、1936年ま
でに 5版を重ねてきたが、本書は 1961年、これに二人の専門家の入門的補
論を巻頭に付け加えて、第 6新版として改めて出版されたものである。】
（8） Erich H. Jacoby in collaboration with Charlotte Jacoby :  Man and Land 
– The Essential Revolution  Alfred A. Knopf New York 1971,400 p.
【エリック ･ジャコビー著『人と土地：その本当の革命とは』国連の FAO
で 1950年代以来世界の発展途上国での土地改革（Land Reform）政策推進
の活動に従事してきた著者が夫人との協働作業で、その困難の歴史的背景
や内外の改革阻害諸要因を各国の具体例を織り込みつつ系統的に解明し、
直接土地を耕作 ･利用する人々自身がその土地を所有 ･管理する権利を確
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保できる制度が確立されていなければ、世界の貧困を根治することは不可
能で、従来解決策として唱道されてきた ｢緑の革命｣ や ｢人口調節｣ 等は
当面の緩和策に過ぎないと強調している。】
（9） Rene Dumont: Types of Rural Economy – Studies in World Agriculture 
Methuen & Co., London 1970, 556 p.
【ルネ ･デュモン著：『農村経済の諸類型―世界農業の研究』　パリの国立農
学・政治学研究センター教授の著者が、1954年に出版した仏語版の英訳で、
前記のジャコビー著の場合とは異なり、世界農村の概観ではなく、農学者
である著者が 1930年代に当時の仏領印度支那（現ベトナム）農村を訪れた
のを皮切りに、種々の機会に世界の 15か国の農村を直接訪ねて調査した結
果を基に、各地農業の特徴と問題点を描き出したものである。主な事例には、
赤道アフリカ熱帯雨林、チャドのサヴァンナ、北アフリカの乾燥地の農業、
スペインの高地農村、スイス ･アルプスの牧場、ティロルの近代化農業、
西独バイエルン州の機械化農業、ベルギーの集約的な小農経営、英国にお
ける旧小農地域で復活した機械化大農場、オランダの低地農場の持つ集約
化可能性とその限界、東独の（かつての）社会主義的農業改革、人民民主
制度下のハンガリー農業、東欧やソ連の農民協同農場・コルホーズ等々を
取上げる。】
（10） David E. Brewster/Wayne D. Rasmussen/Garth Youngberg (Eds.): 
Farms in Transition – Interdisciplinary Perspectives on Farm Structure 
Iowa State University Press, Ames, Iowa 1983, 169 p.
【D.ブリゥスター他（編）：『転換期の農場―農場構造への学際的な見透し』
本書は、世界経済の発展に伴う農産物市場の変動の影響下に、急激な農業
労働力流出と農業経営体数の半減という危機的状勢をうけ，1980年 10月
米国中部の農業地帯アイオワ州立大学で開催された農場経営と農村政策に
関するシンポジウムで発表された報告を基にした論文集である。】
 
（11） Edgar B. Wesley: Our UNITED STATES – Its History in MAPS
Published by Denoyer-Geppert Co., Chicago, Illinois 1968, 96 p.
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【エドガー ･ウェズレイ（編）：『わが合衆国―地図に見るその歴史』　アメリ
カの中等学校の歴史教育の授業で使用される生徒用の歴史地図帳で、多数
の色刷り地図を掲載している。また自然環境説明の後には、アメリカ人の視
点から、欧州を舞台とした西欧文明の曙光からその伝播、米州への植民過
程から独立戦争 ･南北戦争等を経て現代に至るまでの歴史が、日本で学習
する西洋史とはまるで異なった筋道で語られている点に特色が見られる。】
B.ドイツ語図書の部 :　37冊（順序不同）
（1） Industr ies tadt  Wien.  Die  Durchsetzung der  industr ie l len 
Marktproduktion in der Habsburgerresidenz, von Renate Banik – Schweitzer 
und Gerhard Meissl, Franz Deuticke, Wien 1983, 188 S. Forschungen und 
Beitraege zur Wiener Stadtgeschichte, Bd.11.
【B.バニク -シュヴァイツァ他編『工業都市ウィーン ･ハプスブルク宮廷都
市における工業的市場生産の貫徹』（ウィーン都市史研究叢書第 11巻）】
（2） Die Zukunft liegt in der Vergangenheit. Studien zum Siedlungswesen 
der Zwischenkriegszeit ,  von Margit Altfahrt /  Birgit Bolognese- 
Leuchtenmueller / Wolfgang Foerster / Robert Hoffmann / Dieter Stiefel,
Franz Deuticke, Wien 1983,131 S.  Forschungen und Beitraege zur Wiener 
Stadtgeschichte, Band 12.
【M.アルトファールト他 5名著『未来は過去の中に在り：戦間期における
集落のあり方の研究』（ウィーン都市史研究叢書第 12巻）】
（3） Die Bundesrepublik Deutschland.  Laenderprofile – Geographische 
Strukturen, Daten, Entwicklungen, von Gerhard Fuchs. Ernst Klett Verlag 
Stuttgart 1978, 252 S.
【G.フックス著『ドイツ連邦共和国（西ドイツ）』　諸国地誌（構造 ･データ
･発展）シリーズの 1巻で、要領よい西ドイツ地誌（1978）の小冊である。】
（4） Regionale Landwirtschaft. Die Entwicklungsaufgaben der “Region” 
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fuer Landwirtschaft und Raumordnung, von Hartwig Spitzer, Verlag Paul 
Parey, Hamburg und Berlin 1975, 203 S. 
【H.シュピッツァー著『地域農業論：農業と国土整備のための “地域 ”の発
展課題』1975年】
（5） “Die Jahre weiss man nicht, wo man die heute hinsetzen soll”.
Faschismus-Erfahrungen im Ruhr-Gebiet. Lebensgeschichte  und 
Sozialkultur im Ruhrgebiet 1930 bis 1960. Band 1. Herausgegeben von Lutz 
Niethammer, Verlag J.H.W. Dietz, Berlin 1983, 327 S .
【L.ニートハンマー編『“ 誰もがある年代を想起しないようにしている処で
は、それがどんな時代だったか誰も知らない ”―ルール地帯におけるファッ
シズム体験。1930-1960年の生活史と社会文化（オーラル・ヒストリー）』
ナチス発生定着要因の追及が従来政治支配面に限定されていた弊を避け、ルー
ル鉱工業地帯の体験者から直接聴取し戦後社会に継続する諸要因を探る。】
（6） Geschichte der Deutschen Landwirtschaft, Band 1: Von den ersten 
Anfaengen bis zum Ausgang des 18. Jahrhunderts, von Theodor Freiherr 
von der Goltz, Neudruck der Ausgabe, Stuttgart 1902, Scientia Verlag, Aalen 
1963, 485 S.
（7） Geschichte der Deutschen Landwirtschaft,Band 2: Das 19.Jahrhundert, 
Von Theodor Freiherr von der Goltz, Neudruck der Ausgabe, Stuttgart 1903, 
Scientia Verlag, Aalen 1963, 420 S.
【以上の 2冊は、テオドル・フォンデアゴルッ著『ドイツ農業史・第 1巻：
その始源より 18世紀末まで』ならびに『同・第 2巻：19世紀』のセット。】
（8） Werner Sombart:  Der  moderne Kapitalismus: Historisch-
systematische Darstellung des gesamteuropaeischen Wirtschaftslebens 
von seinen Anfaengen bis zur Gegenwart. – Erster Band: Einleitung – Die 
vorkapitalistische Wirtschaft – Die historischen Grundlagen des modernen 
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Kapitalismus. – Erster Halbband: Die vorkapitalistische Wirtschaft, 
Deutscher Taschenbuch Verlag (dtv), Muenchen, Mai 1987, 462 S.
（9） Werner Sombart: Der moderne Kapitalismus – Erster Band – Zweiter 
Halbband: Die vorkapitalistische Wirtschaft（Fortsetzung), dtv, Muenchen, 
Mai 1987, SS.463-919.
（10） Werner Sombart: Der moderne Kapitalismus – Band II: Das 
europaeische Wirtschaftsleben im Zeitalter des Fruehkapitalismus, 
vornehmlich im 16., 17. und 18. Jahrhundert: Erster Halbband, dtv, 
Muenchen 1987, 585 S.
（11） Werner Sombart: Der moderne Kapitalismus – Band II: Das 
europaeische Wirtschaftsleben im Zeitalter des Fruehkapitalismus, 
vornehmlich im 16., 17. Und 18. Jahrhundert (Fortsetzung): Zweiter 
Halbband, dtv, Muenchen 1987, SS.589-1229. 
（12） Werner Sombart: Der moderne Kapitalismus – Band III: Das 
Wirtschaftsleben im Zeitalter des Hochkapitalismus: Erster Halbband: Die 
Grundlagen – Der Aufbau, dtv, Muenchen 1987, 514 S.
（13） Werner Sombart: Der moderne Kapitalismus – Band III : Das 
Wirtschaftsleben im Zeitalter des Hochkapitalismus: Zweiter Halbband: 
Der Hergang der hochkapitalistischen Wirtschaft – Die Gesamtwirtschaft, 
dtv, Muenchen  1987, SS. 515-1063.
【上記の（8）～（13）の 6巻は、ヴェルナ ・ーゾンバルト教授（ベルリン大学）
の著書『近代資本主義』の旧版（Duncker & Humblot, Muenchen u. Leipzig 
1916）を無改訂の箱入り縮刷紙装 3巻（各上下 2冊計 6冊）本として、ミュ
ンヘンの Deutscher Taschenbuch Verlag (dtv)から 1987年に出版されたもの
である。従って巻頭の序言（Geleitwort）も、著者自身が 1916年に述べた
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序言がそのまま掲載されている。以下、各巻分冊ごとの標題内容の要点を
挙げておく。
（8） 第Ｉ巻（上）：序説・資本主義以前の経済・近代資本主義の歴史的基礎
（9） 第Ｉ巻（下）：同上歴史的基礎（続）技術 ･貴金属 ･民富 ･企業 ･労働
力の生成
（10） 第Ⅱ巻（上）：早期資本主義時代の西欧の経済生活：信念･市場･流通等
（11） 第Ⅱ巻（下）：同上（続）生産秩序の変革 ･工場 ･マニュファクチャ･
工業立地･営業制度の形成･国民経済の総過程･国際経済関係･景気循環等々
（12） 第Ⅲ巻（上）：高度資本主義時代の経済生活：駆動力 ･国家 ･技術とそ
の経済的意義 ･資本主義構築 ･貨幣資本 ･労働力 ･過剰人口･需要 ･売上等
（13） 第Ⅲ巻（下）：同（続）：成行き ･消費 ･循環 ･合理化 ･株式会社 ･金
融･集中･経済総体とその諸形態･組合経済･経済共同体･将来の経済生活。】
（14） Sombarts >Moderner Kapitalismus<  Materialien zur Kritik und 
Rezeption. Hrsg. von Bernhard vom Brocke, dtv, Muenchen 1987, 472 S.
【『ゾンバルトの「近代資本主義」をめぐる批判と受容の論文集』　（B.フォ
ン ･ブロッケ編 1987年）これは、上記縮刷本と同時に、独自に dtv社から
出版された関連書で、1902年の原書出版以来 1932年までに出た諸学者の
書評論文、およびゾンバルト自身の短い自伝（1933年）を含む数編の伝記
資料、ならびにゾンバルト関係の文献リスト等を収録したものである。】
（15） Hans Paul Bahrdt: Humaner Staedtebau (sammlung dialog-65) 
Nymphenburger Vlg., Muenchen 1973, 232 S.
【H. P. バールト（ゲッチンゲン大学 ･社会学教授）著『人間的な都市造り』
都市社会学的視点から、都市計画のハード面でなく、人間的 ･ソフト的側
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面、即ち、住むこととは ･住居構造 ･住区と混住区の配置 ･シティ（都心部）
のあり方 ･市民の政治的行動としての都市再開発のあり方等の問題を取り
上げる。】  
（16） Hans Paul Bahrdt: Umwelterfahrung  （sammlung dialog-72) 
Nymphenburger Vlg., Muenchen 1974, 258 S.
【H. P. バールト著『環境体験』人間生活周辺の空間的 ･社会的環境は、所
与の側面以外に主体行動が作る側面も大きいという視点から諸問題を取上
げる。】
（17）Walter Ulbricht: Das oekonomische System des Sozialismus in der 
Landwirtschaft der DDR 1961 – 1969.  Zeittafel. Dietz Verlag, Berlin 1970, 
591 S.
【ワルター ･ウルプリヒト著『東ドイツ（DDR）農業における社会主義の経
済システム』（ディーツ社、ベルリン 1970） 社会主義国家東独時代の書記長
による公式文書で、今では歴史的文書に属する。】
（18） Georg A. Lukas: Geopolitik und politische Geographie, mit besonderer 
Ruecksicht auf deutsches Land und Volk. Verlag der Hamerling, Graz, 
Dez.1929, 58 S. 
【G.ルーカス著『ゲオポリティークと政治地理学』　ナチス政権の権力掌握
直前にオーストリア南部の地方都市グラーツで出版された少頁のパンフで
あるが、1925-26年に小中高教員アカデミーで実施された講演記録を収録し
たもので、当時のドイツ帝国民族主義思潮の動向を示す。】
（19） Hartmut Leser: Landschaftsoekologie. [Uni-Taschen-buecher 521]
Vlg. Eugen Ulmer, Stuttgart 1976, 432 S.
【ハルトムート ･レーザー著『景観生態学』［ポケット判 ･大学叢書第 521号］、
本書の出版は、当時ドイツ語圏地理学専攻学生の間に急速に普及し、特に現
地調査の場で景観生態学的手法導入の際に懇切な手引書として評価された。】
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（20） Eckart Ehlers & Emil Meynen (Hrsg.): Geographisches Taschenbuch 
und Jahresweiser fuer Landeskunde 1981 / 1982. In Zusammenarbeit 
mit Zentralverband der Deutschen Geographen,  Oesterreichisches IGU- 
Nationalkomitee, Schweizerische Geographische Gesellschaft, Franz Steiner 
Vlg., Wiesbaden 1981, 393 S.
【E.エーラース・E･ マイネン編『地理学タッシェンブッホ ･1981-1982年版』
これはドイツ語圏 3ヵ国（独 ･墺 ･瑞西）共通の地理学便覧 ･人名事典で、
隔年 F.シュタイナー社から出版される。地理学関係の学会 ･団体 ･大学研
究室等の構成員 ･出版物についての情報が網羅されている。時には代表的
な学者の紙碑もあり、本号にはW.クリスタラーの伝記が掲載されている。】
（21） Grosser Historischer Weltatlas. Herausgegeben vom Bayerischen 
Schulbuch-Verlag, Ⅲ . Teil: Neuzeit, Redaktion: Josef Engel, Bayerischer 
Schulbuch-Verlag, Muenchen, 3. Auflage 1967, Gross-Format, XX, SS.109–
201, mit Register (R-1–32)
【バイエルン州学校図書出版社編『大歴史世界地図帳』第Ⅲ巻：近代編】  
（22） Oesterreichischer Atlas fuer Hoehere Schulen (Konzenn Atlas). 
97.Auflage (Hundert-Jahr Ausgabe)，hergestellt im Geographischen Institut 
Ed. Hoelzel in Wien, Verlag Ed. Hoelzel / Wien 1970, Gross- Format, 165 S.
【ヘルツェル地理研究所編『オーストリア上級学校用世界地図帳』　ウィー
ン市の航空写真と地図の対照頁から始まり、自国と周辺地域、ヨーロッパ
とさらにその周辺から世界へと拡大してゆく構成を取る。】
（23） Hans-Ulrich Wehler (Hrsg.): Moderne deutsche Sozialgeschichte  [Neue 
Wissenschaftliche Bibliothek（NWB)-10 (Geschichte)] Kiepenheuer & 
Witsch, Koeln, 5.Aufl. 1976, 652 S.
【ハンス -ウルリッヒ ･ヴェーラー編：『近代ドイツ社会史』　各専門分野ご
との代表的論文集を黄色軽装の叢書の形で出版されている［新学術論文集
（NWB）］シリーズ（社会科学諸分野）の 1冊（第 10巻）で、編者の序論
に続いて標題に関連する 21編の論文ないし著書の部分抜粋を収録する。巻
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末には過去約 180年間にわたる文献リスト（1789-1972）も収録されている。】
（24） Ernst Nolte (Hrsg.): Theorien ueber den Faschismus  [NWB-21 
(Geschichte)] Kiepenheuer & Witsch, Koeln, 4.Aufl. 1976, 515 S.
【エルンスト ノルテ編：『ファシズム関係の諸理論』　ファシズム理論 40年
を振り返る編者序論に続き、第 1期（1921-1925）5編、第 2期（1925-1933）
6編、第 3期（1933-1939）8編、第 4期（1939-1945）H.ラスキの 1編、第 5
期（1945-1961）4編の論文･著書抜粋（他の欧文からの独訳をも含む）を収録。】
（25） Renate Mayntz (Hrsg.): Buerokratische Organisation  [NWB-27 
Soziologie] Kiepenheuer & Witsch, Koeln, 2. Aufl. 1971, 460 S.
【レナーテ マインツ編：『官僚制組織』　マックス ･ヴェーバーの官僚制の
理念型論をめぐる編者の論文をはじめ、官僚制の適用限界、ヒエラルキー
と専門家制、統治力等に関する論文 35編を収録する。】
（26） Hans-Ulrich Wehler (Hrsg.): Imperialismus  [NWB-37 Geschichte] 
Kiepenheuer & Witsch, Koeln, 3.Aufl. 1976, 475 S.
【H-U. ヴェーラー編：『帝国主義論』　編者の序論に続き、現代帝国主義の
理論、英 ･独 ･露 ･米国の植民地支配等に関する 20論文を収録。】
（27） Eberhard Kolb (Hrsg.): Vom Kaiserreich zur Weimarer Republik 
[NWB-49 Geschichte] Kiepenheuer&Witsch, Koeln 1972, 437 S.
【エーベルハルト コルプ編：『カイザー帝国（ライヒ）からワイマール共和
国へ』改革から国家転覆へ、1918年秋から翌年初への政治社会闘争と国の
新秩序、和平交渉と協定、1918年革命をめぐる独歴史家の論争等に関連す
る 20論文を収録。】
（28） Rudolf Braun/ Wolfram Fischer/ Hermut Grosskreutz/ Heinrich 
Volkmann (Hrsg.): Gesellschaft in der industriellen Revoltion [NWB-56 
Geschichte] Kiepenheuer& Witsch, Koeln 1973, 384 S.
【ルードルフ ･ブラウン /ヴォルフラム ･フィシャー /ヘルムート ･グロス
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クロイツ /ハインリッヒ ･フォルクマン編『産業革命期の社会』社会文化的
衝動力と阻害要因、労働力の数量化、人口流動性と都市化、生活水準と栄養、
歴史的 ･現実的問題たる産業革命、関連の 16論文を収録する。】
（29） Hans-Ulrich Wehler（Hrsg.): Geschichte und Oekonomie  [NWB-58 
Geschichte] Kiepenheuer&Witsch, Koeln 1973, 397 S.
【ハンス･ウルリッヒ･ヴェーラー編：『歴史と経済』　マルクスとヴェーバー
の理論、経済成長の一般的問題、計量歴史学とその批判、経済史の方法を
めぐる諸見解等に関連する 18論文を収録する。】
（30） Heinz Josef Varain（Hrsg.): Interressenverbaende in Deutschland 
［NWB-60 Geschichte］Kiepenheuer& Witsch, Koeln 1973, 398 S.
【ハインツ ･ヨーゼフ ･ファレイン編『ドイツにおける利益団体連合の歴史』 
工業化に伴う企業経営者団体、自由労働者組合、商工業連盟等の諸集団の
成立史、政治･立法分野での圧力集団や制度形成等をめぐる 24論文を収録。】
（31） Peter Atteslander/ Bernd Hamm（Hrsg.): Materialien zur Siedlungs- 
soziologie ［NWB-69 Soziologie］K. & Witsch, Koeln 1974, 400 S.
【ペーター ･アッテスランダー / ベルント ･ハム編『集落（都市 ･自治体 ･
コミュニティ）の社会学』 認識対象としてのゲマインデ（自治体）、マクロ
社会学的視点からの社会生態学、ミクロに見た空間的構造と住民の社会的
行動、都市化のプロセス分析、ローカル ･エリートの権力構造分析、等に
関連する 22論文を収録。】
（32） Dietrich Geyer（Hrsg.): Wirtschaft und Gesellschaft im vor- 
revolutionaeren Russland  [NWB-71 Geschichte] Kiepenheuer& Witsch, 
Koeln 1975, 412 S.
【D.ゲイヤー編『革命前のロシアにおける経済と社会』 農奴制期の社会制度
と経済、1861-1914年期の農業問題と工業化、1914年以前の社会革命化の
動向、等に関する 14論文を収録。】
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（33） Gilbert Ziebura（Hrsg.): Wirtschaft und Gesellschaft in Frankreich seit 
1789  ［NWB-76 Geschichte］Kiepenheuer& Witsch, Koeln 1971, 392 S.
【G.ツィーブラ編 『1789年以降のフランスにおける経済と社会』　歴史誌・
方法論と理論、フランス経済システムの構造と発展、上中流階層、労働者
階級等社会階層の発展、イデオロギーと支配構造、等関連の 21論文を収録。】
（34） Urs Jaeggi（Hrsg.): Sozialstruktur und politische Systeme  ［NWB-84 
Soziologie］kiepenheuer& Witsch, Koeln 1976, 416 S.
【U.イェッギ編 『社会構造と政治システム』 　方法論上 ･カテゴリー上の前
提問題、階級社会の成立、階級支配と政治体系、表層と中核構造、経験的
表現と解釈試論、国家 ･機構 ･権限、社会主義組織の社会構造等 20論文を
収録。】
（35） Adolf Waas: Die Bauern – im Kampf um Gerechtigkeit 1300–1525 
Verlag Georg D.W.Callwey, 2. durchges. Auflage, Muenchen 1976, 298 S.
【アドルフ ･ヴァ―ス著『正義を求めて闘うドイツ農民―1300-1525年』　
良く知られた 1525年の前史に遡り 1300年以降の農村支配者の動向とこれ
に抵抗する農民闘争の過程を描く。アルプレヒト ･デューラー等の描いた
人物画や様々な銅版画、また当時配布されたビラ（Flugblatt）やパンフ等
の絵も豊富に掲載されている】
（36） Friedrich Ratzel: Deutschland – Einfuehrung in die Heimatkunde 
Unter Erhaltung der Form im Inhalt ergaenzt von Erich Drygalski,sechste 
ergaenzte Auflage, Verlag Walter de Gruyter, Berlin-Leipzig 1932, 242 S.
【フリードリッヒ ･ラッツェル著『ドイツ―郷土誌への入門』　著者門下の
エーリッヒ ･ドリガルスキ （ーミュンヘン大学教授）による増補第２版、ヴァ
ルター･デ･グリュ―ター社1932年版。19世紀ドイツ地理学界の泰斗F.ラッ
ツェルによる啓蒙的名著として知られ、日本でもかつて戦時中に、向坂逸
郎氏による邦訳が出版されたことがある。】
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（37）Hermann Priebe: Landwirtschaft in der Welt von morgen,  Econ Verlag, 
Duesseldorf-Wien 1970, 451 S.
【ヘルマン ･プリーべ著：『明日の世界における農業はどうなるだろうか』
ドイツのフランクフルト大学農業政策学担当プリーベ教授の労作で、EUと 
世界の農業の現状と将来を展望した視野の大きい総括的評論である。内容
は 1970年段階の出版書なので、当時の東独を除く西ドイツ農業が分析の対
象であるが、世界経済全体の中で、また当時の EC共通農業政策下における
西独の農業が考察の対象となっている。農業の経営規模 ･所得水準 ･労働
力需給 ･農産物価格と市場動向等の諸側面が連邦統計により検討される他、
著者と農民たちとの直接の討議も収録されている。著者の専門とする農業
政策批判や将来展望についても、構造改革路線の立場から主張が展開され
ている。】
あとがき
ここに収録した英 ･独語単行本の類は、主として 1986年に出版した拙著
『西ドイツ農村の構造変化』大明堂 1986年（絶版）をまとめる過程で行った、
幾つかの西ドイツ農村での現地実態調査や収集した統計資料を分析検討する
際に、多少ともヨーロッパ農民 ･農村のことをより深く理解するため、文部
省（当時）の科学研究費や明治大学人文科学研究所の研究費その他の援助に
より購入した文献である。これら以外にも、何度かの訪独の機会に諸大学の
友人知人から受領あるいは購入したシリーズものの大学 ･団体出版物（主と
して大学の「地理学紀要」の類）があり、これらも整理の上で明治大学図書
館に寄贈する予定である。最近は「ドイツ語離れ」が進んでいるらしく、独
語文献の需要は低下しているようだが、もしもドイツ研究を志す研究者の
方々が居たら、ぜひ活用して頂きたいと願っている。
（2015年 12月記）
